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＜病棟連絡事項＞
特記事項無し

＜東病棟入室状況＞
【部屋移動】
・西村　義男様～東A14号室→東B2号室
・川崎　隆志様～東B2号室→東A14号室

＜患者様連絡事項＞
・板橋　利美様～水様便持続している事から本日v.d.S～3/28 v.d.S センノシド錠12mg 3T×3日分除剤。ミヤBM散処方となっている。

・岡本　将孝様～本日朝食後薬より処方変更(アナフラニール錠75mg→50mg・アミトリプチリン塩酸塩錠25mg 1T 1×v.d.S追加)。

・嶋守　敏雄様～本日10:00頃より鼾様の努力呼吸・頻呼吸出現。酸素飽和度低下も認められた事から馬渡Dr.へ状態報告。診察を行って頂く。
　　　　　　　　頭部・胸部・腹部・骨盤部CT検査・検体検査(院内セット3)・尿検査実施の指示⇒頭部CTにて出血等の明らかな異常所見認められぬが胸部CTにて肺炎像を確認。抗生剤TAZ/PIPC 本日2回・明日～3回の指示。加えて、脱水傾向である事から本日は点滴4本キープ(～3/27 2:00)の指示を受けている。
　　　　　　　　状態変化に伴い、明日予定されていた家族様との直接面会を本日12:00実施している。面会時、馬渡Dr.からも病状説明をして頂き、緊急時対応は「搬送希望」から「当院対応(DNAR: 酸素・点滴継続、心臓マッサージ・強心剤投与は行わない)」との意向変更を確認している。

[bookmark: _Hlk62478463]＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～午前・午後1時間の開放観察実施。開放観察中は他室侵入繰り返し迷惑行為見られており、早めに開放観察終了としている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。午前右上肢、午後左上肢それぞれ1時間ずつ拘束解除している。拘束解除中自傷、危険行為なく、不満不機嫌さも見られず経過している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・岡本　将孝様～食事はクリミールのみ摂取で終了。活気なし。指示の点滴問題無く終了している。

・久保　ハナ様～13:00体温37.2℃。クーリング開始する。適宜吸引にて白色粘稠痰除去。14:00 主治医許可の下、家族様3名来院され、直接面会を実施している。

・嶋守　敏雄様～10:00鼾様の努力呼吸(頻呼吸)出現・酸素飽和度80%台へ低下。馬渡Drに状態報告し診察行って頂く。指示にて頭部/胸部/腹部/骨盤部CT検査・検体検査・尿検査実施。胸部CTにて肺炎像確認された為TAZ/PIPC開始。状態変化に伴い、明日予定されていた家族様との直接面会を本日実施。その際、DNARの意向を確認。酸素6L施行下、酸素飽和度93～96%で経過。

・瀧　タキ様～帰宅要求、物盗られ妄想の訴えは無い。帰宅要求も聞かれず経過している。

[bookmark: _GoBack]・佐々木　理佳様～幻聴は口頭上否定。終始多幸感・恍惚感が顕著である。不穏行動は無い。

＜措置入院患者様ケース検討＞
・藤井　崇史様～妄想等の病的体験に左右された言動無く静穏に過ごされており、主治医 安ヶ平Dr.も措置症状は消褪したとの見解だが、家族様(主に父様)の協力得られず措置解除に至っていないのが現状である。
